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2 La- 5 住 ま い の 衛 生 に 関 す る 短 大 生 の 意 識 に つ い て

宮沢　 モリエ　　　 （大阪青山短大 ）

目的　現在、シックハウス症候群が問題になっている。アレルギーの原因には、新築の住宅にお

いて健康被害をもたらす有害な室内環境の存在、その他ではダニやカビ等の存在がある。気密性の

高い住宅、住宅材料の変化、周囲の環境変化等により、様々な影響を我々は受けている。そこで、

住まいの衛生に対する若者の意識と生活状況を調査し、今後の住まい方について考察を行う。

方法　短期大学生を対象に1998 年11 月にアンケート調査を行った。有効票は158 、調査内容は、

現在の住環境、日常生活、アレルギーの有無、将来の住宅購入等である。

結果　調査対象者における住まいの立地条件は住宅密集地に住んでいる人が最も多く、94 人であっ

た。家の近くの空気が悪いと答えたのは全体の32 人である。約30 ％がアレルギーの体験があり、住

まいのほこり、ダニ、ペット等を原因としている。現在症状のない人では、掃除をよくする、部屋

がきれいになったことか ら、過去にあったアレルギーが今はないと答えている。新築の家に入った

時、臭い等で気分が悪くなったのは約20 ％であり、壁材等の接着剤等の影響によって頭痛やアレル

ギーになった人はわずかに4人であった。将来の家の購入の際、無害な材料を使った健康的な住宅

を購入したいと考える学 生は、安ければ購入する と答えた者が多く、学生達にとってシックハウ ス

症候群が必ずしも身近ではないため現実的には価格の安さを求めている。また、衛生的な知識は多

少とも、身についているが、安全で健康的な住宅を切実な問題としては考えていない。

2 La- 6
生活関連機器から発生する電磁波に関する一考察

岩重博文（広島大）

目 的　 家事労働の機械化や情報化社会の進展により，日常生活に新しい電気製品が次々
-
と導入され，これらに依存した生活を営んでいる。近年，疫学的調査や動物実験により，
電気製品から発生する電磁波が人体に悪影響をおよぼしているのではないか，との報告が
諸外国から出されている。電磁波は身近に発生する現象であることより，温熱，空気，音
などと同様に室内環境要素の１つとして扱う必要がある。住生活における電磁環境の実態
を調査し，快適な住環境設計のために適切な人体への防護指針をつくる必要がある。

方 法　 電磁波は周波数帯域が広いことより，大きく３つの帯域に分け,   3種類の電磁波
一
測定器を使用して，生活関連の３０種類以上の電気製品について測定した。それらの電界
および磁界の値を周囲の方向および距離別に調査した。測定結果は，郵政省の「電波利用
における人体の防護指針」（1990），およびスウェーデンの ＶＤＴ規制ガイドライン「MPR-
Ｈ」（1990）などに比較し，検討する。

結 果　1 ）機種により電磁波の発生量は異なるが.   10～20cm 離れた値は密着値から大きく
一
減少しており，製品から離れて使用すれば電磁波の被害から免れる。しかし身体に密着し
て使用する製品（電気カーペットなど）については課題が残る。大きな電磁波を発生する

製品（電磁調理器など）は食卓上では使用しないか，使用時間を短くする必要がである。
DM 品から出る磁界と電界の強さは同一方向とは限らぬため，それらの値を配慮した室内
のレイアウトが必要である。3）コンセントに電源コードをつなぐだけで（スイッチoff 状
態）電界は発生するため，使用しない時はコンセントから抜くことが被害を少なくする。
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